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1 GIGA で整備は進んだが
GIGA スクール構想によって、公立小中学

校において、児童生徒 1 人 1 台の端末環境や
クラウド環境が提供され数年が経とうとして
います。GIGA スクール構想によって､ 最先
端技術を用いた教育やスタディログ等による
データの蓄積が期待されています。

しかし、こうした環境整備が進む一方で、
地域や学校において､ その取り組みの質的な
格差が生じています。1 人 1 台の情報端末や
クラウド環境が授業で活用されるようになっ
てきましたが、それらの授業はいまだに教師
主導の授業であり、従来の授業を延長した実
践が見られます。

現状では､ 児童生徒の学びを中心に据えた
授業での活用とは言い難いのです。学校現場
において､ 教師主導の授業から子ども主体の
授業へと授業観を転換し､ 1 人 1 台端末やク
ラウド環境を児童生徒の学習に積極的に取り
入れ、個別最適な学びや協働的な学びを構築
することが期待されています。

2 家庭への持ち帰り
1 人 1 台の情報端末を家庭に持ち帰り、家

庭と授業をつないだ児童生徒中心の学びを生
み出す好事例も見られるようになりました。
それらの好事例では、従来の学力観にとらわ
れず、思考力・判断力・表現力等、学びに向

主体的な学びを支援するために
本書は、児童生徒の主体的な学びを支援することをめざし、1 人 1 台の情報端末の持ち帰りをこれから
スタートする学校や、地域に参考となる内容を提供します。日頃から持ち帰りを実践している学校の好
事例を紹介し、その進め方のポイント・留意点を解説します。

かう力といった、新時代に必要な資質・能力
を育成することを目指しています。

児童生徒の学びが、授業に止まらず、家庭
や地域といった授業以外での場面とシームレ
スにつながっていくことで、主体的・対話的
で深い学びの実現が期待できます。そして、
1 人 1 台端末とクラウド環境を積極的に活用
することで、これらの授業と授業以外が連続
した学びを支えることが可能となります。

これらの好事例は、授業者目線で見ていく
必要があります。好事例を生み出した実践者
が事例を紹介して、学校現場の多くの教員が
学び取ることは、研修等でも有効であり、今
後授業改革に取り組もうとする学校や自治体
にとって貴重な実践成果と言えます。

3 児童生徒の主体的な学びが目的
各地域や各学校で、端末を持ち帰る活動を

推進する動きが出てくるようになってきまし
た。これは、GIGA スクール構想で整備した環
境を有効活用する上でも重要ではあります。

しかし、「なぜ、家庭に情報端末を持ち帰る
必要があるのでしょうか？」そのことをしっ
かり考えておくことが必要だと感じています。

そもそも、端末を家庭に持ち帰ることその
ものが、取り組みの目的ではないはずです。
家庭や地域において、児童生徒が主体的に学
習を進めるためのツールとして、情報端末を
持ち帰り、学習を展開するわけです。

はじめに 山本朋弘 ●中村学園大学教育学部・教授
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例えば、これまで課題として、紙で配付し
たドリルプリントに取り組ませていましたが、
そのドリルをデジタル化して取り組ませるこ
とも必要かもしれません。しかし、それに止
まらず、児童生徒が学習ツールとして情報端
末を自ら選び、家庭や地域での学びに主体
的に活かしていくことが求められています。

4 できそうな事例から
情報端末の持ち帰りをどう進めたらよい

か？ 何からはじめたらよいのか？ そういっ
た質問や悩みを学校や教育委員会からいただ
きます。それらの悩みを解決できるよう、本
書で取り上げる事例は、持ち帰りがはじめて
の学校やクラスでも取り組みやすい実践内容
となっています。また、家庭での学習が児童
生徒主体へ移行できるよう、スモールステッ
プで進められるように構成しています。

さらに、どのような特徴があるのか、どの
ような点に配慮して進めればよいか、編者が
わかりやすく解説するようにしています。

5 日頃の環境を活かす
GIGA スクール構想では、1 人 1 台端末と

同時に、クラウド環境が整備されていますか
ら、児童生徒が授業で情報端末を活用する際、
クラウド環境を日頃から活用しているはずで
す。そのクラウド環境を家庭や地域でも活用
することで、日頃の環境を活かして、スムー
ズな活用が展開できます。

本書では、日頃児童生徒が活用しているク
ラウド環境として、Chromebook と Google 
Workspace for Education を活用した事例を
取り上げます。多くの学校や地域で参考にす
ることが可能となります。

6 本書の構成
本書は、まずは編者による解説を示して、

その後に、具体的な事例を紹介するよう構成
しています。
「授業や家庭学習をつなぐ教育 DX」では、
なぜ、情報端末を家庭に持ち帰って学習する
のか、その社会的な背景や活用の必要性につ
いて提示しています。ここでは、東北大学大
学院の堀田龍也教授に解説いただきます。

次に、「情報リテラシ－と保護者の連携」
では、家庭での活用に関する ICT スキルアッ
プと保護者の理解や連携について説明してい
ます。ここでは、信州大学教育学部の佐藤和
紀准教授に解説いただきます。

さらに、「授業と家庭の学びをつなぐ」では、
Google for Education を 活 用 し た 事 例 ブ ッ
ク、Web サイト との連携について提示して
います。ここでは、山梨大学教育学部の三井
一希准教授に解説いただきます。

そして、「授業と家庭学習をつないだ実践
事例」を紹介していきます。小学校 23 件、
中学校 11 件の合計 34 件の実践事例を記載
しています。これらの事例は、普段から情報
端末を持ち帰っている学校や地域で実践され
ています。特別に実践したものではありませ
んので、これからスタートする学級でも取り
組みやすい内容です。
　【コラム】では、地域全体で進めるポイン
トを、先進的に取り組んでいる 3 つの自治
体の担当者が説明しています。学校や地域で
の格差を生まないように、自治体関係者が参
考にしてほしい内容です。

最後に、授業と家庭学習をつなぐパターン
として、4 つの類型でまとめています。持ち
帰りの全体像を把握し、学校や地域全体で進
めていく際の参考となる資料です。

くり返しになりますが、これから持ち帰り
をスタートする学校や地域で参考にしていた
だき、子どもたちの主体的な学びを支援して
ほしいと考えています。
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そもそもどうして、
持ち帰り？

東北大学大学院情報科学研究科・教授 /
東京学芸大学大学院教育学研究科・教授

                                      概説

授業や家庭学習をつなぐ教育 DX
堀田龍也

情報リテラシーと保護者の連携
佐藤和紀  ●信州大学教育学部・准教授

授業と家庭の学びをつなぐ
三井一希  ●山梨大学教育学部・准教授
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1 はじめに
この書籍は、情報端末の持ち帰りによる家

庭学習について、その考え方や実践を紹介す
るものです。

そもそも、情報端末の持ち帰りによる家庭
学習では、どのような学習が期待されている
のでしょうか。

この問いに答えるために、ここではまず、
従来の家庭学習は何のために行われていたの
かという点から再確認していきましょう。

なお、ここでは「家庭学習」と呼びますが、
学ぶ場所は家庭に限らず、学童や児童クラブ
などで放課後に学習する場合も含めていま
す。

2 学習指導要領における「家庭学習」
そもそも家庭学習は、学習指導要領にはど

のように位置付けられているか、考えてみた
ことはあるでしょうか。

小学校学習指導要領には各教科等の目標や
内容が書かれていますが、その前に総則とい
う章があり、ここには学校の教育課程全体に
関わる事項が書かれています。小学校学習指
導要領の総則の第 1 章「総則」の第 1「小学
校教育の基本と教育課程の役割」2 の (1) に
は、以下のような記述があります（以降、下

情報端末の持ち帰りを考えるために
家庭学習の意義を再確認する

線は筆者）。

基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得
させ，これらを活用して課題を解決するため
に必要な思考力，判断力，表現力等を育むと
ともに，主体的に学習に取り組む態度を養い，
個性を生かし多様な人々との協働を促す教育
の充実に努めること。その際，児童の発達の
段階を考慮して，児童の言語活動など，学習
の基盤をつくる活動を充実するとともに，家
庭との連携を図りながら，児童の学習習慣が
確立するよう配慮すること。

この部分の詳細な説明は、小学校学習指導
要領解説総則編に第 3 章「教育課程の編成
及び実施」の第 1 節「小学校教育の基本と
教育課程の役割」の 2「生きる力を育む各学
校の特色ある教育活動の展開」の (1)「確か
な学力」に、次のように示されています。

加えて本項では，「家庭との連携を図りなが
ら，児童の学習習慣が確立するよう配慮する
こと」の重要性を示している。小学校教育の
早い段階で学習習慣を確立することは，その
後の生涯にわたる学習に影響する極めて重要
な課題であることから，家庭との連携を図り
ながら，宿題や予習・復習など家庭での学習

情報端末の持ち帰りによる家庭学習には、どんな学習が期待されているのでしょうか。
このことを考える前に、そもそも私たちは何を期待して家庭学習を課してきたのでしょうか。
ここでは、家庭学習の意義について学習指導要領をもとに再確認します。

堀田龍也 授業や家庭学習をつなぐ教育 DX ❶ 東北大学大学院情報科学研究科・教授 / 
東京学芸大学大学院教育学研究科・教授
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課題を適切に課したり，発達の段階に応じた
学習計画の立て方や学び方を促したりするな
ど家庭学習も視野に入れた指導を行う必要が
ある。

これらの記述をもとに、家庭学習について
整理しておきましょう。

まず、小学校学習指導要領そのものに「家
庭学習」という用語はありません。近い言い
回しとして「家庭との連携を図りながら、児
童の学習習慣が確立するよう配慮すること」
という表現があります。このことについて小
学校学習指導要領解説では「家庭学習」とい
う用語を用いて「家庭学習も視野に入れた指
導を行う必要」という説明をしています。

これらの文章から、家庭学習の目的とする
ところは、学習習慣の確立にあることが分か
ります。従来の家庭学習では、一般には学力
の補充が第一の目標のようなイメージがある
かも知れませんが、少なくとも学習指導要領
上では学習習慣の確立が優先されていること
になります。また、学習習慣の確立のために

「宿題や予習・復習など家庭での学習課題を
適切に課」すことと「発達の段階に応じた学
習計画の立て方や学び方を促したりする」こ
との 2 点が例示されています。前者は学力
の充実にあたることですが、後者は自律的な
学び方の習得や、自己調整学習につながる能
力の育成を期しているのです。

見逃してはならないのは「小学校教育の早
い段階で学習習慣を確立することは、その後
の生涯にわたる学習に影響する極めて重要な
課題である」という記述です。学習指導要領
に明記されている学習習慣の確立は、生涯
にわたって学び続けることになる今後の時代
を生きていく児童生徒に大きな影響を与える

「極めて重要な課題」なのです。しかも「小
学校教育の早い段階で」と書かれています。

とても重い表現です。
　「家庭との連携を図りながら」であるから、
家庭学習の主な責任主体はあくまで学校であ
り、家庭は連携を図る存在であることが分か
ります。また「家庭学習も視野に入れた指導」
という表現がこれを支持しています。

ちなみに、中学校学習指導要領にも「家庭
との連携を図りながら、生徒の学習習慣が確
立するよう配慮すること」という表現があり
ます。また中学校学習指導要領解説の総則編
には「小学校教育の早い段階で学習習慣を確
立」の代わりに「小・中学校を通して学習習
慣を確立」と書かれており、義務教育段階で
一貫して学習習慣を確立するために家庭学習
が奨励されていることが分かります。

まとめましょう。大切なことは、家庭学習
の目的は学習習慣の確立であり、それは生涯
にわたる学習に影響する極めて重要なことだ
ということ。毎日の家庭学習は、実は遠くを
見据えた目的のためのものなのです。

3「家庭学習」の内容の再点検
では、家庭学習で一般的に課されている内

容について、学習指導要領に示された家庭学
習の目的の観点から吟味していきましょう。

小学校学習指導要領解説において学習習慣
の確立のために例示されているのは、「宿題
や予習・復習など家庭での学習課題を適切に
課」すことと「発達の段階に応じた学習計画
の立て方や学び方を促したりする」の 2 点
でした。

まず、前者から検討していきましょう。
　「宿題や予習・復習」と書かれていること
から、宿題と予習・復習は区別されているこ
とが分かります。従来の宿題とは一般に、授
業の補完のために課された課題であることが
多いでしょう。それに対して予習・復習は、
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児童生徒が自律的に取り組むべきこととして
位置付いているわけです。

家庭での学習課題を適切に課すのは教員の
役割です。「適切に」というのは、授業との
連動への配慮や、児童生徒にとって過負担に
ならないような配慮といったことでしょう。
学習課題を課した以上、それが達成されてい
るかを確認することも教員の責任の範疇で
す。もちろん教員にとっても過負担にならな
い確認の仕方の工夫が必要です。たとえば、
提出チェックは係活動に位置付けている学級
もあるでしょうし、答え合わせは自己評価と
して各自に行わせるようにしている学級もあ
るでしょう。ただでさえ多忙な教員が、丸付
けに翻弄されているようでは本末転倒です。

続いて後者の「発達の段階に応じた学習計
画の立て方や学び方を促したりする」を検討
していきましょう。

学習計画の立て方について、授業等を通し
て指導している学級はどの程度あるでしょう
か。学習計画を自分で立てるスキルは、自己
にとっての問題の発見と、その解決のための
実行の段取りを立てるということです。まさ
に自己調整学習の能力につながる重要なスキ
ルです。仮に教員が宿題を決めて与えるだけ
で、児童生徒から見たら単なるノルマなのだ
としたら、学習計画の立て方を促すことには
ほど遠いということになります。

次に「学び方を促したりする」はどうでしょ
うか。宿題や予習・復習は、自分の学習をよ
りよく達成させるために必要な方法であり、
だからこそ学校外でも課されています。児童
生徒がそのことを理解し、宿題や予習・復習
に関する自分の進め方を自覚的に振り返るよ
うな仕組みづくりが重要になります。

学習計画の立て方の指導も学び方を促す指
導も、学習内容そのものではなく、学習方法

とそのメタ認知に関わるスキルの育成です。
日々の家庭学習が、生涯にわたって学ぶこと
になる児童生徒の学びの推進力を養っている
ということです。

これらのスキルは、当然ながら最初から身
についているものではありません。まさに「発
達の段階に応じ」て育成されるべきことです。
ならば余計に教員の役割は重要です。自分の
学級の状況について、全体的にどの程度のス
キルが育ってきているかということの見極め
だけでなく、個々の児童生徒によってどの程
度のバラツキがあるか、個に対応したスキル
育成にどれだけ目を配っているかがポイント
になります。

最後に、定められた分量やペースで宿題な
どのノルマをこなしていくということについ
て検討しておきましょう。

本来的には児童生徒がその分量やペース配
分を自己決定できるようにしていくことが望
まれます。それができることが学習計画の立
て方が備わったということですから、最初は
一律の課題量だとしても、慣れていくにつれ
て次第に数日単位で分量やペース配分を決め
させたり、どの課題を先にやるかなどの学習
順序を決めさせたりするような柔軟な仕組み
が必要です。

また、どちらかというと学力が十分ではな
い児童生徒にとっては、取り組む意欲がわき
にくかったり、場合によってはつじつまを合
わせるために解答を丸写ししてしまったりす
るなどの現象も生じます。これでは家庭学習
の意味が失われてしまいます。

このことこそが「家庭との連携を図りなが
ら」行うべき点です。教員は学習課題と同時
に身につけさせたいスキル等を児童生徒や保
護者に開示し、家庭の協力が得られるように
する配慮を忘れてはなりません。
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    みんな、
どんなことに

使ಆてる䉉
授業と家庭学習をつないͩ実践事ྫ

小学校での実践 23 事例
中学校での実践  11 事例　　　　　　　　　　　　
コラム◆地域全体で進めるポイント

長野県飯田市
山梨県甲府市
熊本県高森町
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事例

01 小学校・社会科（５年）

Google Jamboard
事例提供：信州大学教育学部附属松本小学校　織田裕二

 社会科の学習で学習内容の情報の収集を家庭で行い、Jamboard にまと

めてくるようにした。Jamboard は相互参照が可能な設定にし、他の児

童の情報の収集のやり方を参考にできるようにした。授業では、集め

てきた情報を整理したり関連づけたりしながら学習を進めたり自分の

考えを形成したりすることに活動時間をたくさん使うことができた。

家庭で情報の収集
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◆家庭での情報の収集の進め方を示す
５年社会「これからの食料生産とわたしたち」

（東京書籍）の単元の第一時で、授業の課題に
関する情報の収集を家庭学習で行うようにし
た。 Google Classroom を活用して、単元の課
題や本時の課題を示し、学習の見通しを児童と
共有した。そして、教員から「自分の家で課題
に関する情報を家庭で集めてきましょう」とい
う課題を出した。

しかし、ただ「家庭で情報の収集をしてきま
しょう」と指示を出しても、どうやってくれば
いいのか分からない児童がいたり、教科書やイ
ンターネットに書かれていることをただコピー
してくるだけになってしまう児童もいたりする
だろう。そこで、情報の収集のやり方やグラフ
の読み取り方の指導を行った。

図１のように Jamboard を提示しながら、付
箋に気づきや問いを色分けしながら 1 つひと
つ書き出していくこと、できるだけたくさんの
情報を書き出していくことを指導した。 はじ
めのうちは、このように型を示すことで、児童
はやり方が分かって安心して学習に取り組むこ
とができる。また、Classroom に、児童同士の
Jamboard の相互参照ができるようにリンクを

貼り付けた。
1 人でも行うこと

が で き る こ と を 家
庭 で 行 う こ と に よ
り、 授 業 の 時 間 で
他 の 児 童 と 意 見 を

交流したり集めた情
報から何が言えるの
かをじっくりと考え
たりすることができ
る時間を十分に確保
することができた。

◆児童たちの実際の様子
児童は、家庭で、グラフから気づきと問いを

書き出してきた。グラフから読み取れることを
多く書き出してきた児童もいれば、問いを多く
書き出してきた児童もいて、児童によって興味
関心が違うことを見とることができた。

◆次の授業では、整理・分析やまとめを
情報の収集を行ってきた次の時間は、集めて

きた情報からどんなことが言えるのかを整理し
たり分析したりして、分かったことをもとに自
分の考えを書き出した。「友だちが集めてきた
情報を見たい」との声が上がったため、相互参
照したり、自分にはなかった情報を書き足した
り、新たに得た情報はどの資料にあったのか
を確かめたりする時間を確保した。たくさん情
報を集めることができていた児童にどんなこと
を考えながら行ったかを聞いてコツを学級に広

め、「 次 は も っ
とできそう」と、
意欲をもつこと
ができているよ
うだった。

図 1　授業で示した教員の情報収
集の例

図 2　児童が家庭で行った情報の
収集

図 3　授業で行った整理・まとめ

小
学
校
・
社
会
科

児童が家庭で情報の収集を行う際には、情報の収集のコツを Classroom の投稿に載
せ、児童が課題を行う際に参照できるようにした。こういった足場掛けを行い、よ

り妥当性の高い情報を集める経験を繰り返し行うことによって、児童たちは自分で情報の収集のコツ
を身につけ、いずれ自分自身の力で信頼性の高い情報を集めることが可能になっていく。

はじめのうちはコツや型を示す
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事例

02 小学校・全教科等（３年～）

Google フォーム、Google スプレッドシート、
Google Chat 事例提供：信州大学教育学部附属松本小学校　織田裕二

学習の振り返りをスプレッドシートやフォームに記入して本時を振り

返り、次時への見通しをもつことを家庭で行った。そうすることで、

自分が学習を通して分かったことや学び方についてじっくりと振り返

ることができた。また、クラウドを通して児童は相互参照を行うこと

ができ、振り返りをする際の書き方や観点を他の児童のものを参考に

しながら書くことができた。

家庭で学習の振り返りを
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◆クラウドに振り返りフォームを用意する
これまでは紙のワークシートやノートに書か

せていた振り返りを、クラウド上のファイルに
記入できるようにした。

まず、Google Classroom に、「資料」を作成
した。そしてフォームで図１の振り返りフォー
ムを作成した。作成した際の項目は、①名前　
②名簿番号　③日付　④観点別の自己評価　⑤
文章による振り返り　の５項目。毎回同じ振り
返り項目で振り返ることができるように、学習
指導要領や教科書、指導書などを参考に項目の
検討を行った。

授業で、フォームを使って振り返りを書くこ
とや項目についての説明を行い、実際に書いて

みた。児童全員が
使い方を理解でき
たことを確認し、
振り返りを家庭学
習で行うようにし
た。

◆毎回の足跡を教員も児童も閲覧可能に
家庭学習で振り返りを行うことで、紙では行

うことができなかった様々なことが可能になっ
た。

まずは時間の確保。児童が自分のペースで
じっくり書いたり内容や言葉を吟味したりしな
がら書くことができるようになった。フォーム
を用いて行うことによって、データの管理や閲
覧を、教員だけでなく児童もできるようになっ

た。
こ れ ま で の 紙

の場合でも、児童
は ノ ー ト や フ ァ
イ ル を 見 返 し な
が ら 自 分 の 変 容

を感じていたかもしれない。しかし、フォーム
を用いることによって、図２のように、回答を
スプレッドシートに書き出すことができる。ま
た、書き出したデータを単元や学習した順番な
ど、任意の順番に並べ替えたり以前の内容を振
り返ったりすることが容易にできる。これまで
の自分の振り返りをポートフォリオのようにし
て、自己の成長や変化を教員だけでなく、児童
も自覚できるようになったと感じる。

◆様々なアプリから最適な形を模索する
　はじめのうちはフォーム＋スプレッドシート
で行っていたものをChatで行ったこともある。
Chatであれば、通知が即時に来ることや教員
や児童同士に質問をしたり意見交換をしたりす
ることが可能である。それぞれのアプリの特

性 や 利 便 性 な ど
を 比 較 し な が ら
児 童 と 最 適 な 形
を 探 っ て い る 。
児 童 の 実 態 な ど
に 合 わ せ て 、 ア
プ リ を 選 択 し て
い く と よ い だ ろ
う。

図１　振り返りフォーム

図２　振り返りをポートフォリオ化

図３　Chat での振り返りを試行

【総則編】学習指導要領（平成 29 告示）には、「（略）自己の学習活動を振り返って
次に つなげる「主体的な学び」が実現できているか」と振り返りの重要性が述べら

れている。学習活動をどのように振り返り、どのように次につなげるのかの視点を示すことで、児童
はだんだんと自分で振り返りの書き方を習得し、自ら振り返りができるようになっていく。はじめの
うちは教員から「型」や書き方を示しながら、書かせていくとよいだろう。

振り返りの「型」を示して足場かけを
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